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不良債権の状況

　経常利益は、国債等債券損益と株式等関係損益は合計で好転
したものの、コア業務純益の減少により5億円減少の23億円
となりました。
　一方、中間純利益は、特別損益の好転および法人税等合計の減
少により1億円増加の18億円となりました。

　当行は、日本格付研究所（ＪＣＲ）から長期発行体格付について
格付けランクの上位に位置する「Ａ＋」を取得しております。
　「Ａ」は、「債務履行の確実性は高い」と定義されており、当行の
財務内容の健全性が評価されていることを示しております。

　自己資本比率は、貸出金の増加を主因にリスク・アセットは増
加しましたが、利益の積上げにより自己資本も増加したことか
ら、前期末比0.05ポイント上昇し11.46％となりました。
　従来に引き続き国内基準行に求められる４％を大きく上回っ
ております。

※1 【破産更生債権及びこれらに準ずる債権】
　破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の
申し立て等の事由により、経営破綻に陥っている
お取引先に対する債権およびこれらに準ずる債
権です。

※2 【危険債権】
　お取引先の財政状態および経営成
績が悪化し、契約にしたがった債権の
元本回収および利息の受取りができ
ない可能性の高い債権です。

※3 【要管理債権】
　3か月以上延滞債権および貸出
条件緩和債権（金利の減免や利息の
支払い、元本の返済を猶予した貸出
金など）です。

　2020年9月期においては、与信費用は前年同水準の
9億円となりました。
　2020年9月末の不良債権額（金融再生法開示債権
ベース）は382億円でありますが、対象債権額合計に占め
る不良債権比率は2.15％となり、2020年3月末に比べ
て0.10ポイント上昇いたしました。

　この不良債権が将来回収不能となった場合の備えである
保全額（貸倒引当金、担保、保証）は332億円、保全率は
86.78％と高く、貸出等資産の健全性維持に努めておりま
す。

貸出等資産の健全性 AKITA BANK REPORT 2020収益性・健全性 AKITA BANK REPORT 2020

　コア業務純益（※）は、経費は減少したものの、資金利益や役務取引
等利益が減少したことにより、前年同期比3億円減少し、28億円
となりました。

【コア業務純益】
　銀行本来の業務（預金、貸出、為替、有価証券など）から得られた利益であ
る「業務純益」から、期ごとに特殊な要因で大きく変動する「一般貸倒引当金
繰入額」と「国債等債券関係損益」を除いたもので、「銀行の基本的な利益」
を示します。

用
語
解
説

【自己資本比率】
　貸出金などの資産（リスク・アセット）に対する自己資本の割合で、銀行の
健全性を示す指標のひとつです。海外に営業拠点を有する銀行は国際統一
基準で8％以上、海外に営業拠点を持たない銀行（当行）は国内基準で4％以
上を維持することが求められています。

用
語
解
説

用
語
解
説

【格付け】
　格付けとは企業が発行する債券が「約束通りに元本および利息が支払わ
れる確実性の程度」を利害関係のない第三者（格付け会社）が判断し、その
結果を簡潔な記号にしたものです。なお、このランクが上位に位置するほど
安全性が高いとされています。

用
語
解
説

コア業務純益（※）…28億円

自己資本比率（※）（単体）…11.46％

経常利益…23億円 中間純利益…18億円
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■ 預金残高

（単位：億円）

　個人預金、法人預金および公金が増加したことにより、前年
同期末比2,135億円増加し、2兆9,014億円となりました。
　2020年9月末の預金・譲渡性預金残高に占める秋田県
内残高の割合は91.5％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、58.1％と高い
水準を維持しております。
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■ 貸出金残高

（単位：億円）

　事業先向け貸出金が大幅に増加したことにより、前年同期末比
790億円増加し、1兆7,468億円となりました。
　2020年9月末における貸出金残高に占める中小企業等向
け貸出金の割合は57.0％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、51.1％と高い
水準を維持しております。
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　預り資産は、前年同期末比106億円減少し、
2,285億円となりました。

■ 個人ローンの推移■ 預り資産残高の推移

【預り資産】用
語
解
説

　公共債、投資信託、生命保険など金融商品を総称して
「預り資産」と呼んでおります。また、個人年金保険、一時
払終身保険を総称して「生命保険」と呼んでおります。

　個人ローンは、住宅ローンが増加したものの、その
他ローンが減少したことから、前年同期末比3億円
減少し、3,773億円となりました。
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個人ローンの状況預り資産（※）残高の推移

預金の状況 貸出金の状況

2018年
9月末

2018年9月末

●他行／都銀・地銀・第二地銀
●その他／信用金庫・信用組合
 ［資料：預金・貸出金一覧〈（株）日本金融通信社〉ほか］

2020年9月末

県内向け貸出金内訳

秋田県内向け
12,207億円

69.8%

秋田県外向け
5,260億円
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秋田県内
26,564億円

91.5%

秋田県外
2,450億円

8.4%
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県内預金内訳
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（66.0％）
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2,723億円

（10.2％）
●他行／都銀・地銀・第二地銀
●その他／信用金庫・信用組合
●譲渡性預金は含まれておりません。　［資料：預金・貸出金一覧〈（株）日本金融通信社〉ほか］
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　また、秋田県内における当行取引シェアは、58.1％と高い
水準を維持しております。
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預金・譲渡性預金 うち個人預金

■ 貸出金残高

（単位：億円）

　事業先向け貸出金が大幅に増加したことにより、前年同期末比
790億円増加し、1兆7,468億円となりました。
　2020年9月末における貸出金残高に占める中小企業等向
け貸出金の割合は57.0％となっております。
　また、秋田県内における当行取引シェアは、51.1％と高い
水準を維持しております。
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（単位：億円） 公共債残高 投資信託残高 生命保険残高

　預り資産は、前年同期末比106億円減少し、
2,285億円となりました。

■ 個人ローンの推移■ 預り資産残高の推移

【預り資産】用
語
解
説

　公共債、投資信託、生命保険など金融商品を総称して
「預り資産」と呼んでおります。また、個人年金保険、一時
払終身保険を総称して「生命保険」と呼んでおります。

　個人ローンは、住宅ローンが増加したものの、その
他ローンが減少したことから、前年同期末比3億円
減少し、3,773億円となりました。
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2020年9月末2019年9月末

3,436

■ 県内外別 ■ 県内外別

2020年
9月末

18,82218,822

2019年
9月末
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個人ローンの状況預り資産（※）残高の推移

預金の状況 貸出金の状況

2018年
9月末

2018年9月末

●他行／都銀・地銀・第二地銀
●その他／信用金庫・信用組合
 ［資料：預金・貸出金一覧〈（株）日本金融通信社〉ほか］

2020年9月末

県内向け貸出金内訳

秋田県内向け
12,207億円

69.8%

秋田県外向け
5,260億円

30.1%

秋田県内
26,564億円

91.5%

秋田県外
2,450億円

8.4%

2020年9月末

県内預金内訳

うち個人
17,550億円

（66.0％）

うち法人
6,290億円

（23.6％）

その他
2,723億円

（10.2％）
●他行／都銀・地銀・第二地銀
●その他／信用金庫・信用組合
●譲渡性預金は含まれておりません。　［資料：預金・貸出金一覧〈（株）日本金融通信社〉ほか］
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1,657
2,285

2019年9月末

67

652

1,6712,391

77

728

1,527
2,333

9,332

16,678

9,270

16,907

3,773

3,444

3,776
3,690

26,879

17,667

27,024

17,441

3,375

29,01429,014
17,46817,468

うち中小企業向け
4,168億円

（34.1％）

うち個人向け
3,629億円

（29.7％）

その他（地公体ほか）
4,409億円

（36.1％）

■ 秋田県内シェア（金融機関別） ■ 預金者別 ■ 秋田県内シェア（金融機関別） ■ 貸出先別
2020年6月末 2020年9月末

その他
7.3%

他行
41.6%

当行
51.1%

中小企業等
向け貸出金
57.0%

その他
3,927億円

22.4%

中小企業向け
6,055億円

34.6%

個人向け
3,908億円

22.3%

国・地方公共団体向け
3,576億円

20.4%

2020年6月末 2020年9月末

その他
2,743億円

9.4%

個人
18,822億円

64.8%

法人
7,447億円
25.6%

その他
8.2%

他行
33.7%

当行
58.1%
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